
JP 4354643 B2 2009.10.28

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インテリジェントネットワーク（１８、２０）とパケットデータネットワーク（１６、
１４、１２）間のインタフェースを確立する方法であって、
　前記パケットデータネットワーク内に登録する工程と、
　前記パケットデータネットワーク内の受信ノード（１６）が、該パケットデータネット
ワークに関連するデータベース（１８、２０）から登録情報を要求する工程と、
　前記データベースが、前記登録情報及び前記インテリジェントネットワークに関連する
サービス情報であって、前記インテリジェントネットワークのサービス制御機能内のＣＡ
ＭＥＬアプリケーションのアドレスを含むサービス情報を前記受信ノードへ返信する工程
と、
　前記パケットデータネットワーク内の受信ノード（１６）から、前記インテリジェント
ネットワークへの通信セッションを識別する通知信号を前記インテリジェントネットワー
クの前記サービス制御機能に送信する工程と、
　前記インテリジェントネットワークの前記サービス制御機能から、前記パケットデータ
ネットワーク内の前記通信セッションの期間を制限するための情報と、送信用最大パケッ
トデータ値とを含む制御信号を、前記パケットデータネットワーク内の前記受信ノードへ
送信する工程と
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記登録する工程は、移動体電話（１２）によって初期化される
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データベースは、ホームロケーションレジスタを有する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信ノードは、サービングＧＰＲＳサポートノードを有する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービス情報は、ＩＮ／ＣＡＭＥＬサービスキーを有する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　インテリジェントネットワーク（１８）とパケットデータネットワーク（１６、１４、
１２）間のインタフェースを確立する方法であって、
　前記パケットデータネットワーク内の通信セッションを実行する工程と、
　前記パケットデータネットワーク内のノード（１６）が、前記インテリジェントネット
ワークへの前記通信セッションを識別する通知信号を前記インテリジェントネットワーク
内のノード（１８、２０）に送信する工程と、
　前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードが、前記パケットデータネットワー
ク内の前記通信セッションの期間を制限するための情報と送信用最大パケットデータ値と
を含む制御信号を、前記パケットデータネットワーク内の前記ノードへ送信する工程とを
備え、
　前記通知信号は、サービスへ送信する初期データを有し、前記初期データはサービスキ
ーを含む
　ことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記パケットデータネットワーク内の前記ノードは、サービングパケットノード（１６
）を有する
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードは、サービス制御機能（２０）を有
する
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御信号は、プリペイド課金制限を通信に適用するサービスからの要求を有する
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記通信セッションの期間が、前記送信用最大パケットデータ値よりも小さい値に制限
される場合、前記パケットデータネットワーク内の前記ノードが、前記期間に関連する情
報を含む第２信号を前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードへ送信する工程と
、
　前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードが、送信用の新規の最大パケットデ
ータ値を決定するために前記期間に関連する情報を使用する工程と
　を更に備えることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記パケットデータネットワークは、指定データ量が送信される場合にビット間隔情報
を前記インテリジェントネットワークへ送信し、
　前記ビット間隔情報は、送信用の新規の最大パケットデータ値を決定するために前記イ
ンテリジェントネットワークによって使用される
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
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【請求項１２】
　インテリジェントネットワーク（１８、２０）とパケットデータネットワーク（１２、
１４、１６）間のインタフェースを確立するシステムであって、
　前記パケットデータネットワーク（１４、１６）内に移動体電話（１２）を登録する手
段と、
　前記パケットデータネットワーク（１６）内の受信ノードと、
　前記パケットデータネットワーク内のデータベース（２０）とを備え、
　前記受信ノードは、前記インテリジェントネットワークからの登録情報を要求する手段
を有し、
　前記データベースは、前記受信ノードへ、前記登録情報及び前記インテリジェントネッ
トワークに関連するサービス情報を送信する手段を有し、
　前記サービス情報は、前記インテリジェントネットワークのサービス制御機能内のＣＡ
ＭＥＬアプリケーションのアドレスを含み、
　前記受信ノードは、前記インテリジェントネットワークへの前記通信セッションを識別
する通知信号を前記インテリジェントネットワーク内の前記サービス制御機能へ送信する
手段を有し、
　前記インテリジェントネットワーク内の前記サービス制御機能は、前記パケットデータ
ネットワーク内の前記通信セッションの期間を制限するための情報と送信用最大パケット
データ値とを含む制御信号を前記パケットデータネットワーク内の前記受信ノードへ送信
する手段を有する
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　前記データベースは、ホームロケーションレジスタを有する
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記受信ノードは、サービングパケットノードを有する
　ことを特徴とする請求項１２または請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記サービス情報は、ＩＮ／ＣＡＭＥＬサービスキーを有する
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　インテリジェントネットワーク（１８）とパケットデータネットワーク（１２、１４、
１６）間のインタフェースを確立するシステムであって、
　前記パケットデータネットワーク内の通信セッションを実行する手段と、
　前記インテリジェントネットワーク（１８）内のノードと、
　前記パケットデータネットワーク（１６）内のノードとを備え、
　前記パケットデータネットワーク内の前記ノードは、前記インテリジェントネットワー
クへの前記通信セッションを識別する通知信号を前記インテリジェントネットワーク内の
前記ノードへ送信する手段を有し、
　前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードは、前記パケットデータネットワー
ク内の前記通信セッションの期間を制限するための情報と送信用最大パケットデータ値を
含む制御信号を前記パケットデータネットワーク内の前記ノードへ送信する手段を有する
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　前記パケットデータネットワーク内の前記ノードは、サービングパケットノードを有す
る
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードは、サービス制御機能を有する
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
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【請求項１９】
　前記通知信号は、サービスへ送信する初期データを有する
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記初期データは、サービスキーを含む
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記制御信号は、プリペイド課金制限を通信へ適用するサービスからの要求を有する
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記通信セッションの期間が前記送信用最大パケットデータ値よりも小さい値に制限さ
れる場合、前記パケットデータネットワーク内の前記ノードは、前記期間に関連する情報
を含むセッション切断信号を前記インテリジェントネットワーク内の前記ノードへ送信す
る手段と、送信用の新規の最大パケットデータ値を決定するために前記期間に関連する情
報を使用する手段と
　を更に備えることを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記パケットデータネットワークは、指定データ量が送信される場合にビット間隔情報
を前記インテリジェントネットワークへ送信する手段を含み、
　前記インテリジェントネットワークは、前記ビット間隔情報を使用して送信用の新規の
最大パケットデータ値を決定する手段とを含む
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
関連出願の相互引用
本特許出願は、現在本願と併せて審査中である１９９８年５月２１日に出願された米国仮
特許出願番号６０／０８６，２８０号による優先権の効果を主張し、その全開示を参照す
ることによって本明細書に組み込んでいる。
本発明の背景
本発明は、一般的な電話通信分野に関し、特に、インテリジェントネットワーク（ＩＮ）
とパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）間のインターオペラビリティを達成する方法及
びシステムに関するものである。
従来技術の説明
パケット交換通信規格では、欧州及び日本の両方におけるデジタルセルラー式通信システ
ムについて規定している。例えば、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）規格は、欧州
電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）による移動体通信用全欧州グローバルシステム（ＧＳＭ
）、日本の日本電信電話会社（ＮＴＴＣ）によるパケットパーソナルデジタルセルラー（
ＰＰＤＣ）システムについて規定し、また、パケット交換通信規格は、国際移動体通信－
２０００（ＩＭＴ－２０００）システムについて規定している。これらの発展すべきパケ
ット交換通信システムは、移動体無線電話システム環境における音声、画像及びデータの
ような情報を転送する従来の回線交換通信システムよりもより有効になるように検討され
ている。この効果は、回線交換通話に対しより有効であると考えられるが、この効果は、
回線交換データに対し使用される符号化よりもパケットに使用される同一の符号化に対し
より有効である。しかしながら、使用開始年でのパケット交換通信システムがイントラネ
ット（例えば、企業間のローカルネットワーク）及びインターネット（例えば、ワールド
ワイドウェブあるいはＷＷＷ）へのアクセスかつ送信を主として使用する一方で、従来の
回線交換システムでは、いまだなお伝統的な伝送サービス（例えば、通話）を提供してい
ると推定される。
【０００２】
現段階では、移動体通信ネットワークのオペレータ（例えば、ＧＳＭ、ＰＤＣ、ＩＭＴ－
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２０００ネットワークオペレータ）は、例えば、移動体ネットワーク拡張ロジック（ＣＡ
ＭＥＬ）サービス用の新規のＩＮ／カスタマイズ化アプリケーションのようなある付加価
値サービスを提供する。ＣＡＭＥＬは、ＧＳＭアーキテクチャにオペレータ専用ＩＮサー
ビスのサポートを統合するＧＳＭ規格内の機能である。実質的には、ＣＡＭＥＬサービス
は、ＧＳＭ回線交換トラフィック（例えば、通話）の先頭に含められる。しかしながら、
パケット交換トラフィック上のこれらの付加価値サービスに含める機能が現在のところ知
られていないという問題が存在する。この問題の主な原因は、この機能が、インターネッ
トオペレータあるいはインターネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）によって提供される
ものと期待されて、付加価値サービス（例えば、ＩＮ／ＣＡＭＥＬ）自身の一部とみなさ
れていないからである。
【０００３】
現在は、ＩＮとパケット交換ネットワーク間のインタフェースに対する国際規格は普及し
ておらず、上述したように、パケット交換通信用の付加価値サービス（例えば、ＣＡＭＥ
Ｌ）をどのように提供するかという問題の解決策は知られていない。このように、例えば
、移動体加入者の回線交換通信（例えば、音声通信及びＧ３ファクシミリ通信）を与える
汎用プリペイドサービスのようなＩＮサービスを提供する移動体通信ネットワークオペレ
ータに対する問題が現在の問題である。このようなプリペイドＩＮサービスは、移動体加
入者の回線交換通信の使用時間を監視し、その使用時間を、使用通信時間に比例してその
移動体加入者に請求する料金に変換する。しかしながら、プリペイドＩＮサービスアプリ
ケーションに、加入者が使用するパケット交換通信の使用通信時間を監視することを可能
にする利用可能な方法あるいはシステムは現在のところ存在しない。
【０００４】
その結果、パケット交換トラフィックの先頭に従来のイントラネット及びインターネット
付加価値サービスを補足として含めるようなＩＮ／ＣＡＭＥＬサービスを可能にするＰＤ
Ｎ／ＩＮインタフェース及びインターオペラビリティが早急に要求されている。以下に詳
述するように、本発明は、この要求を満足し、これらの及びそれらに付随する問題を解決
する。
要約
本発明の実施形態に従えば、パケット交換ネットワークとＩＮ間のインタフェースを生成
する方法及びシステムが提供され、これは、関連回線交換ネットワークとＩＮ／ＣＡＭＥ
Ｌサービス間のインターフェースに基づいている。同時に、ＣＡＭＥＬアプリケーション
を移動体加入者へＩＮサービスを提供する一方で、他のネットワークへのローミング（例
えば、国際ローミング）を行う。
【０００５】
本発明の重要な技術的な効果は、移動体ユーザへプリペイド加入を提供するために移動体
ネットワークオペレータがＩＮ／ＣＡＭＥＬのサービスを提供することであり、これは、
パケット交換通信規格を介して伝統的な通話、また、イントラネット及びインターネット
に対応する。
【０００６】
本発明の別の重要な技術的な効果は、回線交換及びパケット交換通信の移動体ユーザが、
プリペイドサービスを提供しかつ前もって加入に対する支払を一度だけ済むように、ある
ネットワークオペレータによって加入できることである。このネットワークは、回線交換
及びパケット交換トラフィックに対するユーザアカウントから支払分を差し引く。
【０００７】
本発明の更なる別の重要な技術的な効果は、パケットデータノードとＩＮ／ＣＡＭＥＬノ
ード間に可変インタフェース及びインターオペラビリティが提供されることであり、これ
は、イントラネット及びインターネット付加価値サービスを補償するサービスとしてパケ
ット通信上にＣＡＭＥＬサービスを重ねることで使用できる。
詳細な説明
本発明の実施形態及びその効果は、図１～図３の説明を参照することで最も良く理解され
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、同一の構成要素及び図中の対応部分は、同一の参照番号を使用する。
【０００８】
本質的には、本発明の実施形態に従えば、パケット交換ネットワークと、それに付随する
パケット交換ネットワークとＩＮ／ＣＡＭＥＬサービス間のインタフェースに基づくＩＮ
とのインタフェースを生成する方法及びシステムを提供する。同時に、ＣＡＭＥＬアプリ
ケーションは、移動体加入者へのＩＮサービスを提供できる一方で、他のネットワークへ
のローミング（例えば、国際ローミング）を行う。
【０００９】
具体的には、図１は本発明の実施形態に従う移動体パケットデータ通信セッションでＩＮ
／ＣＡＭＥＬサービスへの接続に使用することができるシステム１０のブロック図である
。図示されるように、移動体電話１２は、無線ネットワーク制御（ＲＮＣ）１４を介して
パケットネットワークに登録あるいは最初に結合（接続）できる。サービス中のネットワ
ーク内で、受信パケットデータ通信ノード（例えば、サービングＧＰＲＳサポートノード
あるいはＳＧＳＮとして参照される）は、ある加入及びセキュリティ情報に対しエンドユ
ーザのホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）１８に問い合わせを行い、このＨＬＲは応
答を行う。この応答において、ＨＬＲ１８は、ＳＧＳＮ１６へ情報（例えば、認証キー等
）を提供する。本実施形態においては、このＨＬＲからの情報は、必要とされるＩＮサー
ビス制御機能（ＳＣＦ）内のＩＮ／ＣＡＭＥＬサービスアプリケーションのアドレスを有
するサービスキーを含むことができ（詳細は後述）、これは、ＣＡＭＥＬサービスにパケ
ット通信セッションに入ることを可能にする。ＣＡＭＥＬ　ステージ２：ＧＳＭ　ＴＳ　
０３．７８（１９９７年に公表のバージョン６．１．１）のＧＳＭ技術仕様書に従えば、
サービスキーは、適用されるべきＩＮ　ＳＣＦみらＣＡＭＥＬサービスロジックてら識別
できる。将来的には、ＩＳＰがＨＬＲの一部あるいは全機能を持つことを想定することが
必要である。しかしながら、将来的には、ＨＬＲに対するＩＳＰの代替物は、本発明の範
囲上のほとんどの効果を持つべきでない。このように、ＳＧＳＮ１６とＨＬＲ１８間のイ
ンタフェース２２は、例えば、シグナリングシステム（ＳＳ７）インタフェースあるいは
インターネットプロトコル（ＩＰ）に基づくインターフェースであっても良い。例えば、
移動体アプリケーションパート（ＭＡＰ）プロトコルあるいはＩＮＡＰプロトコルを使用
するメッセージにおけるＳＳ７インタフェースを介して、情報が転送されても良い。
【００１０】
図２Ａに示されるブロック図を参照すると、一例であるシステム１０は、本発明を実現す
るために使用できるＩＮ／ＣＡＭＥＬネットワークのＳＣＦ２０を含んでいる。例えば、
ＣＡＭＥＬ仕様に従えば、ＧＳＭ（ＩＮ／ＣＡＭＥＬ）ＳＣＦは、オペレータ専用サービ
ス（ＯＳＳ）を実現するために使用されるＣＡＭＥＬサービスロジックを含む機能要素で
ある。また、ＣＡＭＥＬ仕様に従えば、（ＩＮ／ＣＡＭＥＬ）ＳＣＦは、ＨＬＲ（１８）
、ＧＳＭサービス交換機能（ＳＳＦ）、及びＭＡＰあるいはＣＡＭＥＬ　ＡＰ（ＣＡＰ）
プロトコルを使用するＧＳＭ専用リソース機能（ＳＲＦ）間のインタフェースを実現でき
る。
【００１１】
移動体電話（１２）がパケットデータ通信セッションを実行中には（例えば、登録あるい
は結合フェーズの直後あるいはその後の一定時間）、ＳＣＧＮ１６はＣＡＭＥＬ関連信号
をＩＮ／ＣＡＭＥＬ　ＳＣＦ２０へ送信する。このように、ＳＧＳＮ１６は、上述の初期
の登録あるいは結合フェーズ中にＩＮ／ＣＡＭＥＬネットワークのアイデンティティを事
前に決定する。ＳＣＦ２０で受信されるＣＡＭＥＬ関連信号はＩＮ／ＣＡＭＥＬネットワ
ークへ通知し、パケットデータ接続フェースが先に継続される前に、パケットデータセッ
ションは設定されるべきである。この通知の主な目的は、例えば、加入者のプリペイドサ
ービスが付加パケットデータ通信をできない場合における接続容量を確保するためである
。
【００１２】
図２Ａに示されるブロック図を参照すると、ＳＧＳＮ１６からＳＣＦ２０へ送信されるＣ
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ＡＭＥＬ関連信号は、ＣＡＭＥＬプロトコルに従う既存メッセージ（例えば、「初期デー
タ提供」あるいは初期検出点（ＤＰ）メッセージ）あるいは、新規メッセージの一部とし
て実現され得る。ＣＡＭＥＬ仕様書（パラグラフ９．１．５．２）に従えば、初期ＤＰメ
ッセージは、サービスキーを含む情報要素（ＩＥ）を含んでいる。上述したように、サー
ビスキーは、ＳＣＦ（２０）内に正しいＣＡＭＥＬサービスアプリケーション（群）をア
ドレスするために使用できる。
【００１３】
応答において、ＩＮ／ＣＡＭＥＬ　ＳＣＦ２０は、「適用課金」メッセージにおいてＳＧ
ＳＮ１６へ情報を送信できる。ＣＡＭＥＬ仕様書（パラグラフ９．２．２）に従えば、適
用課金メッセージは、通信期間を制御するためにＧＳＭ　ＳＣＦからＧＳＭ　ＳＳＦ課金
メカニズムへ作用させるために使用される情報フロー（ＩＦ）である。このように、ＳＣ
Ｆ２０は、エンドユーザ及び／あるいはＳＣＦ２０に関しどのように機能するかについて
ＳＧＳＮ１６へ指示するために、適用課金ＩＦを使用できる。
【００１４】
本実施形態においては、ＳＣＦ２０は適用課金ＩＦをＳＧＳＮ１６へ送信し、エンドユー
ザが送信できるパケットデータバイト数に関する情報を提供する。例えば、ＳＣＦ２０は
、値「１０２４，０００，０００」を含むＩＥと一緒に適用課金ＩＦをＳＧＳＮ１６へ送
信できる。この情報はＳＧＳＮ１６で解釈でき、これは、１０２４Ｍビットがエンドユー
ザから／パケットデータネットワークへあるいはパケットデータネットワークからエンド
ユーザへ送信される場合にＳＧＳＮがパケット接続を切断することを意味する。本実施形
態においては、ＳＧＳＮ１６とＳＣＦ２０間のインタフェース２３は、例えば、ＳＳ７（
ＭＡＰあるいはＣＡＰ）あるいはＩＰベースのインタフェースであり得る。
【００１５】
図２Ｂに示されるブロック図を参照すると、最大ビット上限値（例えば、１０２４Ｍビッ
ト）が越える前に、エンドユーザがパケットデータセッション（絶対的あるいは明示的な
停止によって）を切断する場合に、パケット通信セッション切断処理と併せて、ＳＧＳＮ
１６はＩＮ／ＣＡＭＥＬメッセージ（例えば、「適用課金レポート」メッセージＩＦ）を
ＳＣＦ２０へ送信できる。ＣＡＭＥＬ仕様書（パラグラフ９．１．２）に従えば、適用課
金レポートＩＦは、適用課金ＩＦで要求されたＧＳＭ　ＳＣＦ情報に対しレポートを行う
ＧＳＭ　ＳＳＦによって使用される。本実施形態においては、適用課金レポートＩＦは、
パケット通信セッション中にどれくらいのビット数が送信されたかをＳＣＦ２０に知らせ
るためにＳＧＳＮ１６によって使用される。例えば、適用課金レポートＩＦ内のＩＥには
、前のパケットデータデータセッション中のエンドユーザへ／から送信されたビット数を
表現するために値「７，０００，０００」を含ませることができる。次に、ＳＣＦ２０は
、次のパケットセッションに対し使用できる最大ビット数（例えば、前の最大値１０２４
，０００，０００ビットから７，０００，０００ビットを差し引いた値＝３２４，０００
，０００ビット）を表現する新規の値を決定するために、利用可能な最大ビット数から前
のセッションでの「使用」ビット数を差し引くことができる。一方、このような適用課金
レポートＩＦは、送信に利用可能な新規の最大ビット数をＳＣＦ２０に通知させるために
ＳＧＳＮ１６によって使用される。
【００１６】
図３は本実施形態のシステム１０のブロック図であり、この図では、エンドユーザは、例
えば、回線交換接続（例えば、通話）とパケット交換接続（例えば、ｅメールの同時使用
）のような同時接続を介して通信している。この場合、ネットワークのＩＮ／ＣＡＭＥＬ
部分は、両方の接続を介して指定ビット数（例えば、１００，０００，０００ビット）が
処理される場合にネットワークのＩＮ／ＣＡＭＥＬ部分へ返信を行うことをＳＧＳＮ１６
へ指示する。この指示は、ネットワークのＩＮ／ＣＡＭＥＬ部分が、例えば、パケット交
換接続を介してより多くのビットが送信される場合の期間中の有音期間より短い回線交換
接続を提供できるように与えられる。つまり、これは、回線交換セッションがより長い期
間接続される場合のパケットセッション内で使用可能な上限ビットが減少することを意味
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する。このようなパケットデータセッション中では、ネットワークのＩＮ／ＣＡＭＥＬ部
分は、ＳＣＧＮ１６に送信用に使用可能な最大ビット数を表す値が何であるかを通知させ
ることができる。例えば、直前が１００，０００，０００ビットのリポートであるので２
つの接続を介して５０，０００ビットが処理される場合、ＳＧＳＮ１６はその５０，００
０ビットを受信した新規の上限から差し引くことが好ましい。加えて、必要であれば、Ｓ
ＣＦ２０はＳＧＳＮ１６に、例えば、１００，０００ビットが処理される毎にレポート（
例えば、適用課金レポートＩＦ）を行わせることを指示（例えば、適用課金ＩＦ）できる
。上述したように、総じて、本発明は、パケットデータノード（例えば、ＳＧＳＮ）とＩ
Ｎ／ＣＡＭＥＬノード（例えば、ＳＣＦ）間の可変インタフェースとインターオペラビリ
ティを効果的に提供し、イントラネット及びインターネット付加価値サービスを補償する
サービスとして、パケット通信上のＣＡＭＥＬサービスを含めるように使用できる。
【００１７】
本発明の方法及び装置の実施形態は上述の詳細説明で図面と共に説明したが、本発明が開
示された実施形態に限定されないことが理解されるばかりか、添付の請求項によって定義
され説明される本発明の精神から逸脱しないでいくつかの再構成例、変形例、代替例が可
能ことが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は本発明の実施形態に従うＩＮ／ＣＡＭＥＬサービスを移動体パケットデ
ータ通信セッションと接続するために使用できるシステムのブロック図である。
【図２Ａ】　図１に示されるシステムの追加部分を示す関連ブロック図である。
【図２Ｂ】　図１に示されるシステムの追加部分を示す関連ブロック図である。
【図３】　回線交換接続及びパケット交換接続のような同時接続を介してエンドユーザが
通信する実施形態における図１及び図２Ａ及び図２Ｂに示されるシステムのブロック図で
ある。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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